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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）1.「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   2.「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当で 
   あるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 90,075 △0.9 11,676 △8.6 3,467 △47.3

23年3月期 90,981 △3.1 12,781 16.9 6,584 △9.7

（注）包括利益 24年3月期 7,360百万円 （207.3％） 23年3月期 2,395百万円 （△94.8％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 12.57 12.57 1.8 0.2 12.9
23年3月期 23.88 23.87 3.6 0.2 14.0

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
連結自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

24年3月期 4,809,575 212,241 3.8 675.42 11.63
23年3月期 4,608,561 207,175 3.9 660.24 11.74

（参考） 自己資本   24年3月期  186,205百万円 23年3月期  182,018百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 126,693 △82,859 △2,335 109,606
23年3月期 122,312 △130,874 △22,342 68,103

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 1,654 25.1 0.9
24年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 1,654 47.7 0.8

25年3月期(予想) ― 3.00 ― 3.00 6.00 32.4

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,800 11.9 2,500 25.2 9.06
通期 10,000 △14.3 5,100 47.0 18.49



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、添付資料16ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 無

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 281,756,564 株 23年3月期 281,756,564 株

② 期末自己株式数 24年3月期 6,072,272 株 23年3月期 6,073,805 株

③ 期中平均株式数 24年3月期 275,690,236 株 23年3月期 275,703,481 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注）1.「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   2.「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当で 
   あるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。 
 

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 80,404 △2.9 9,178 △19.8 3,315 △49.6

23年3月期 82,863 △3.5 11,445 10.0 6,584 △10.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 12.02 12.02
23年3月期 23.88 23.87

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
単体自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

24年3月期 4,799,083 183,628 3.8 665.84 11.23
23年3月期 4,597,833 179,566 3.9 651.23 11.46

（参考） 自己資本 24年3月期  183,563百万円 23年3月期  179,535百万円

2. 平成25年 3月期の個別業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表及び財務諸表の監査の手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて 
おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 
 ※当行は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定であります。この説明会で配布した資料等については、開催後速やかに当行ホーム 
  ページで掲載する予定であります。 
   ・平成２４年６月８日（金）・・・・・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,600 26.8 2,400 28.6 8.70
通期 7,900 △13.9 5,100 53.8 18.49
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（当期の経営成績）  

連結経営成績につきましては、経常収益は、当期から貸倒引当金戻入益及び償却債権取立益の計上区

分が特別利益からその他経常収益に変更されたことにより、その他経常収益は増加しましたが、当行単

体において貸出金利息等が減少したことで資金運用収益が減少したことなどから前期と比べ９億５百万

円減少して９００億７５百万円となりました。 

一方、経常費用につきましては、当行単体において預金等利息が減少したことで資金調達費用は減少

しましたが、株式等関係損の増加によりその他経常費用が増加したことなどから前期と比べ１億９９百

万円増加して７８３億９９百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は前期と比べ１１億５百万円減少して１１６億７６百万円となり、税金等調整

前当期純利益も同じく２８億８百万円減少して１１２億３１百万円となりました。 

また、平成23年度税制改正法等が公布され、法定実効税率の変更に伴い繰延税金資産の取崩しが発生

した影響もあり、当期純利益は前期と比べ３１億１６百万円減少して３４億６７百万円となりました。

これにより、連結ベースの１株当たり当期純利益は１２円５７銭となりました。 

当行単体の業績につきましては、収益面ではその他経常収益は増加したものの、貸出金利息や有価証

券利息の減少により資金運用収益が減少したことに加え、役務取引等収益も減少したことから経常収益

は前期と比べ２４億５９百万円減少して８０４億４百万円となりました。 

一方、費用面では、預金等利息の減少により資金調達費用は減少しましたが、株式等償却や株式等売

却損が増加したことでその他経常費用が増加したことから経常費用は７１２億２５百万円となり、前期

と比べ１億９３百万円の減少にとどまりました。 

この結果、経常利益は前期と比べ２２億６６百万円減少して９１億７８百万円となり、税引前当期純

利益も同じく３７億２１百万円減少して８７億３４百万円となりました。 

また、法人税率の引下げに伴い繰延税金資産を取崩したことから、税引後の当期純利益は前期と比べ

３２億６８百万円減少して３３億１５百万円となりました。 

これにより、１株当たり当期純利益は１２円０２銭となりました。 

  

（次期の見通し）  

横ばいの動きが続くわが国経済については、先行き低金利環境が持続するなかで海外経済の成長率が

再び高まり、また、震災復興関連の需要が徐々に強まっていくにつれて緩やかな回復経路に復していく

ものと展望されています。 

こうした金融経済環境のもとで、次期につきましても中小企業等貸出に引き続き積極的に取り組むこ

とで貸出金ボリュームの増加を見込み、有価証券についても増加を見込んでおります。しかしながら、

金融緩和のもとで業態を超えた金融機関の貸出競争が激化し、銀行の貸出金利が低下傾向を続けるなか

で当行においても利鞘の縮小から前期と比べ資金利益が減少し、国債等債券損益の悪化を見込むことか

ら業務純益は減益を予想しております。また、信用コストについては前期のように貸倒引当金戻入益が

発生しないことから増加を見込んでおりますが、一方では株式等損益は大幅な改善を予想しておりま

す。 

  

１．経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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こうしたことから、連結ベースの業績は、経常利益１００億円（前期１１６億円）及び当期純利益 

５１億円（前期３４億円）をそれぞれ予想しております。 

一方、当行単体では、経常利益７９億円（前期９１億円）、当期純利益５１億円（前期３３億円）及

び業務純益１１６億円（前期１４５億円）をそれぞれ予想しております。 

 
  

（主要勘定の状況）  

連結ベースの主要勘定は、次のような動きとなりました。  

まず、預金は期中１,６０３億円増加して、当期末残高は４兆２,７７４億円となりました。また、譲

渡性預金は期中１７億円増加して、当期末残高は６５７億円となりました。  

一方、貸出金は期中７６０億円増加して、当期末残高は２兆７,８５６億円となりました。  

また、有価証券は期中８６５億円増加して、当期末残高は１兆７,５５４億円となりました。  

なお、純資産額は期中５０億円増加して、当期末残高は２,１２２億円となり、これにより、連結ベ

ースの１株当たり純資産額は６７５円４２銭となりました。  

また、当期末の国内基準による連結自己資本比率〔速報値〕は１１．６３％（前期末１１.７４％）

となりました。 

  

連結キャッシュ・フローの状況についてみますと、当期末における現金及び現金同等物（以下「資

金」という。）の残高は１,０９６億円となり、前期末と比べ４１５億円増加しました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

当期における営業活動により得られた資金は１,２６６億円となり、前期と比べ資金は４３億円増加

しました。 

これは、主として預金が増加したことなどによるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

当期における投資活動により使用した資金は８２８億円となり、前期と比べ使用した資金は４８０億

円減少しました。 

これは、主として有価証券の売却による収入が増加したことなどによるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

当期における財務活動により使用した資金は２３億円となり、前期と比べ使用した資金は２００億円

減少しました。 

これは、主として前期は劣後特約付社債の償還による支出があったことによるものであります。  

  

本資料には、将来の業績に関する記載が含まれています。

こうした記載は、将来の業績を保障するものではなくリスクや不確実性を内包するものであります。

実際の業績は、経営環境の変化などにより、この配付資料に記載されている予想とは大きく異なる

場合があることをご承知おきください。

(2) 財政状態に関する分析
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当行単体の主要勘定は、次のような動きとなりました。  

まず、預金につきましては、金融商品・サービスの充実に取り組むとともに安定的な資金調達に注力

いたしました。この結果、個人預金や法人預金等が堅調に推移したことから預金は期中１,６１８億円

増加し、当期末残高は４兆２,８９８億円となりました。 また、譲渡性預金も法人等からのお預け入れ

が増加したことから期中１７億円増加し、当期末残高は６５７億円となりました。  

貸出金につきましては、地域経済の活性化に向けて引き続き地域密着型金融を推進し、中堅・中小企

業や個人のお客さまの多様な資金ニーズに的確かつ迅速にお応えするとともに、地方公共団体からの資

金のご要請にも積極的にお応えいたしました。この結果、貸出金は期中７６１億円増加し、当期末残高

は２兆７,９６４億円となりました。  

有価証券につきましては、効率的なポートフォリオ運営を行った結果国債を中心に期中８６５億円増

加し、当期末残高は１兆７,５６０億円となりました。  

なお、純資産額は期中４０億円増加して当期末残高は１,８３６億円となり、これにより、単体ベー

スの１株当たり純資産額は６６５円８４銭となりました。 

また、当期末の国内基準による単体自己資本比率〔速報値〕は１１．２３％（前期末１１.４６％）

となりました。 

  

当行では、銀行業の公共性に鑑み、適正な内部留保の充実により経営体質の強化を図りつつ、株主の

皆さまへの利益配分につきましても安定的な配当の継続を基本方針とするとともに、体力に応じて増配

を実施するなど、常々特段の配慮をしております。 

当期の剰余金の配当につきましては、上記の基本方針を踏まえ安定的な利益還元という観点から１株

当たり３円00銭とし、中間配当金（１株当たり３円00銭）と合わせて６円00銭とさせていただく予定で

あります。 

また、内部留保資金につきましては、お客さまの利便性向上のための機械化や店舗設備等に投資する

とともに、効率的な資金運用により安定収益の確保に努め、より一層強固な経営体質を確立してまいる

所存であります。 

なお、次期配当につきましても、上記の基本方針に則り、１株当たり６円00銭（中間配当として３円

00銭）とさせていただく予定であります。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当行グループ（当行及び当行の関係会社）は、当行及び連結子会社１２社で構成され、銀行業務を中心

に証券業務、リース業務及び信用保証業務などの事業を行い、幅広い金融サービスを提供しております。

なお、当企業集団の事業の系統図は、次のとおりであります。 

  

 

  

当行は、平成26年の創立80周年に向けた長期ビジョン「さらなる企業価値の向上をめざして～地域と

ともに成長する銀行～」（平成20年４月～平成26年３月：６年間）のもと、当行ブランドをさらに浸

透・確立させ適正な収益を確保しながら、地域・お客さま・株主といったステークホルダーの満足を高

め、さらなる成長をめざしています。 

こうしたなか、平成23年４月から計画期間を３年間とする中期経営計画「ベスト・バリューＮＡＮＴ

Ｏ」に取り組んでいます。 

本計画は、長期ビジョンの第２（最終）ステージとして、収益性と効率性のバランスを確保しつつ持

続的な成長を追求していく経営戦略としており、業容を拡大し将来にわたり成長を続けていくため、今

後、新たな拠点設置や営業体制の強化をはじめとする経営資源の効率的な活用に取り組んでまいりま

す。また、諸施策の実効性を高めていくための土台となる内部管理態勢の充実・強化に取り組むととも

に、企業の社会的責任を果たしていくため、環境保全活動や社会貢献活動などのＣＳＲ活動について、

永続的に取り組んでまいります。 

  

２．企業集団の状況

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針
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上記（１）のとおり、昨年４月からスタートさせた「ベスト・バリューＮＡＮＴＯ」では、コア業務

純益を計数目標として掲げております。 

 
  

当行は、引き続き中期経営計画「ベスト・バリューＮＡＮＴＯ」に基づき、以下の４つの基本方針と

８つの重点戦略を掲げ、各施策を推し進めております。 

  

Ⅰ．地域に密着した営業展開による、お客さま満足の向上と収益力の強化 

・大阪府等での店舗網充実による、事業性融資取引を核とした「面」営業基盤の確立 

・奈良県等の肥沃な個人マーケットでの預かり資産や個人ローンを中心とした個人取引の拡充と、事

業性融資を含めた貸出金シェアの維持向上 

・市場部門の収益力強化による長期安定的な収益構造の構築 

  

Ⅱ．経営資源の効果的な活用 

・高度で実践的な「営業力」・人を育て活かせる「マネジメント力」を持つ人材の育成 

・本部業務・営業店事務の効率化による、営業部門への人員シフト 

  

Ⅲ．内部管理態勢の充実・強化 

・コンプライアンス態勢のさらなる強化 

・各リスク管理の高度化・充実 

  

Ⅳ．永続的な地域貢献活動の推進 

・ＣＳＲの取組みの充実 

  

当行を取り巻く環境は、デフレ経済脱却に向けた金融緩和・ゼロ金利政策が継続するなか、金融機関

の競争も激しさを増しているなど、今後も厳しい状況が続くものと予想されます。 

こうした情勢を十分に踏まえ、当行は中期経営計画「ベスト・バリューＮＡＮＴＯ」に基づき、地域

密着型金融をさらに推し進めるとともに、引き続き諸施策を着実に遂行してまいります。 

具体的には、当行の営業エリアが持つマーケットの優位性を十分に活かしていくことで、奈良県など

の既存営業エリアにおける個人取引の拡充や貸出金シェアの維持・向上、大阪府などでの事業性融資を

中心とした営業基盤の拡充に重点的に取り組んでまいります。さらに、効率化面においては、本部組

織・営業体制を再構築し本部業務や営業店事務の効率化に取り組むことにより、重点分野への投資と営

業人員の増員をより一層進め経営資源の効果的な活用を図ってまいります。 

また、永続的な取組みとしては、中期経営計画の推進に不可欠な各種リスク管理の高度化・充実に向

けて「内部管理態勢の充実・強化」を図るとともに、環境保全活動や社会貢献活動等、地域金融機関と

しての社会的責任（ＣＳＲ）を果たしてまいります。 

  

（２）目標とする経営指標

目標とする経営指標 平成26年３月期（計画） 平成24年３月期（ご参考）

コア業務純益 200億円以上 113億円

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

資産の部

現金預け金 91,151 131,459

コールローン及び買入手形 3,429 12,080

買入金銭債権 4,716 4,075

商品有価証券 786 400

金銭の信託 24,500 25,000

有価証券 1,668,948 1,755,495

貸出金 2,709,612 2,785,671

外国為替 1,434 1,310

リース債権及びリース投資資産 15,472 15,052

その他資産 21,468 21,447

有形固定資産 41,999 40,574

建物 12,264 11,794

土地 24,798 24,629

建設仮勘定 307 102

その他の有形固定資産 4,629 4,047

無形固定資産 10,168 8,171

ソフトウエア 9,083 6,703

その他の無形固定資産 1,084 1,468

繰延税金資産 31,086 24,088

支払承諾見返 15,410 13,278

貸倒引当金 △31,624 △28,531

資産の部合計 4,608,561 4,809,575

負債の部

預金 4,117,087 4,277,409

譲渡性預金 64,008 65,744

債券貸借取引受入担保金 116,109 104,266

借用金 27,369 63,783

外国為替 150 148

社債 20,000 20,000

その他負債 27,497 38,729

退職給付引当金 11,477 12,207

睡眠預金払戻損失引当金 121 131

偶発損失引当金 2,153 1,633

支払承諾 15,410 13,278

負債の部合計 4,401,386 4,597,334

純資産の部

資本金 29,249 29,249

資本剰余金 18,830 18,829

利益剰余金 121,094 122,907

自己株式 △2,990 △2,987

株主資本合計 166,184 167,999

その他有価証券評価差額金 16,540 19,057

繰延ヘッジ損益 △706 △850

その他の包括利益累計額合計 15,834 18,206

新株予約権 31 64

少数株主持分 25,125 25,971

純資産の部合計 207,175 212,241

負債及び純資産の部合計 4,608,561 4,809,575
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

経常収益 90,981 90,075

資金運用収益 65,276 61,862

貸出金利息 46,236 43,499

有価証券利息配当金 18,646 17,936

コールローン利息及び買入手形利息 103 103

買現先利息 － 16

預け金利息 75 70

その他の受入利息 214 236

役務取引等収益 18,860 18,205

その他業務収益 4,992 4,825

その他経常収益 1,852 5,181

貸倒引当金戻入益 － 1,966

償却債権取立益 － 1,656

その他の経常収益 1,852 1,558

経常費用 78,199 78,399

資金調達費用 7,143 5,685

預金利息 5,612 4,309

譲渡性預金利息 165 89

コールマネー利息及び売渡手形利息 3 1

債券貸借取引支払利息 350 341

借用金利息 128 126

社債利息 410 344

その他の支払利息 472 472

役務取引等費用 9,172 9,141

その他業務費用 1,785 1,943

営業経費 53,006 52,503

その他経常費用 7,091 9,124

貸倒引当金繰入額 60 －

その他の経常費用 7,030 9,124

経常利益 12,781 11,676

特別利益 1,770 －

固定資産処分益 61 －

償却債権取立益 1,709 －

特別損失 512 444

固定資産処分損 88 123

減損損失 98 320

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 325 －

税金等調整前当期純利益 14,039 11,231

法人税、住民税及び事業税 517 220

法人税等還付税額 － △147

法人税等調整額 5,755 6,201

法人税等合計 6,273 6,274

少数株主損益調整前当期純利益 7,766 4,956

少数株主利益 1,181 1,489

当期純利益 6,584 3,467
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連結包括利益計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 7,766 4,956

その他の包括利益 △5,371 2,403

その他有価証券評価差額金 △5,201 2,548

繰延ヘッジ損益 △170 △144

包括利益 2,395 7,360

親会社株主に係る包括利益 1,215 5,839

少数株主に係る包括利益 1,179 1,521
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（３）連結株主資本等変動計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 29,249 29,249

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 29,249 29,249

資本剰余金

当期首残高 18,830 18,830

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 18,830 18,829

利益剰余金

当期首残高 116,163 121,094

当期変動額

剰余金の配当 △1,654 △1,654

当期純利益 6,584 3,467

当期変動額合計 4,930 1,813

当期末残高 121,094 122,907

自己株式

当期首残高 △2,973 △2,990

当期変動額

自己株式の取得 △18 △7

自己株式の処分 2 9

当期変動額合計 △16 2

当期末残高 △2,990 △2,987

株主資本合計

当期首残高 161,270 166,184

当期変動額

剰余金の配当 △1,654 △1,654

当期純利益 6,584 3,467

自己株式の取得 △18 △7

自己株式の処分 2 8

当期変動額合計 4,913 1,814

当期末残高 166,184 167,999
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 21,739 16,540

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△5,198 2,516

当期変動額合計 △5,198 2,516

当期末残高 16,540 19,057

繰延ヘッジ損益

当期首残高 △536 △706

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△170 △144

当期変動額合計 △170 △144

当期末残高 △706 △850

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 21,203 15,834

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△5,369 2,371

当期変動額合計 △5,369 2,371

当期末残高 15,834 18,206

新株予約権

当期首残高 － 31

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 31 33

当期変動額合計 31 33

当期末残高 31 64

少数株主持分

当期首残高 24,621 25,125

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 504 845

当期変動額合計 504 845

当期末残高 25,125 25,971

純資産合計

当期首残高 207,095 207,175

当期変動額

剰余金の配当 △1,654 △1,654

当期純利益 6,584 3,467

自己株式の取得 △18 △7

自己株式の処分 2 8

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △4,833 3,250

当期変動額合計 80 5,065

当期末残高 207,175 212,241
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 14,039 11,231

減価償却費 6,206 6,154

減損損失 98 320

貸倒引当金の増減（△） △3,875 △3,093

退職給付引当金の増減額（△は減少） 968 730

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △454 －

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 27 10

偶発損失引当金の増減（△） 47 △520

資金運用収益 △65,276 △61,862

資金調達費用 7,143 5,685

有価証券関係損益（△） △2,347 1,039

金銭の信託の運用損益（△は運用益） 98 52

為替差損益（△は益） 13,177 3,912

固定資産処分損益（△は益） 17 106

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 325 －

貸出金の純増（△）減 20,927 △76,058

預金の純増減（△） 80,306 160,321

譲渡性預金の純増減（△） △17,185 1,736

借用金の純増減（△） △35,521 36,414

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 2,745 1,194

コールローン等の純増（△）減 △1,395 △7,991

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 32,536 △11,843

外国為替（資産）の純増（△）減 △193 123

外国為替（負債）の純増減（△） △103 △1

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 892 120

資金運用による収入 67,422 65,773

資金調達による支出 △7,389 △7,782

その他 9,395 1,485

小計 122,635 127,260

法人税等の支払額 △322 △566

営業活動によるキャッシュ・フロー 122,312 126,693

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △477,226 △462,591

有価証券の売却による収入 217,173 284,745

有価証券の償還による収入 129,654 98,476

金銭の信託の増加による支出 △163 △1,093

金銭の信託の減少による収入 3,523 540

有形固定資産の取得による支出 △2,283 △1,378

有形固定資産の売却による収入 67 20

無形固定資産の取得による支出 △1,584 △1,541

その他 △37 △36

投資活動によるキャッシュ・フロー △130,874 △82,859

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付社債の償還による支出 △20,000 －

配当金の支払額 △1,650 △1,652

少数株主への配当金の支払額 △675 △675

自己株式の取得による支出 △18 △7

その他 2 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,342 △2,335

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △30,924 41,503

現金及び現金同等物の期首残高 99,027 68,103

現金及び現金同等物の期末残高 68,103 109,606
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該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

１ 報告セグメントの概要 

当行の報告セグメントは、当行グループ（当行及び連結子会社）の構成単位のうち分離された財務

情報が入手可能であり、取締役会等が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検

討を行う対象となっているものであります。 

当行グループは銀行業務を中心に証券業務、リース業務、信用保証業務及びクレジットカード業務

などの金融サービスの提供を事業活動として行っております。 

従いまして、当行グループは金融業におけるサービス別のセグメントから構成されており、「銀

行・証券業務」及び「リース業務」の２つを報告セグメントとしております。 

「銀行・証券業務」は銀行業及び証券業を、「リース業務」はリース業を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要

な事項」における記載と同一であります。報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値でありま

す。 

セグメント間の内部収益は、第三者間取引価格に基づいております。 

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報等)

【セグメント情報】
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３ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  
（単位：百万円）

 
(注) １  一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連

結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。 

２  「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務、不動産賃貸・

管理業務、ソフトウエア開発等業務及びクレジットカード業務等を含んでおります。 

３  調整額は以下のとおりであります。 

（1）外部顧客に対する経常収益の調整額1,597百万円は、主に「その他」の貸倒引当金戻入益及び償却債権取

立益であります。 

（2）セグメント利益の調整額185百万円は、セグメント間の取引消去であります。 

（3）セグメント資産の調整額△48,370百万円は、セグメント間の取引消去であります。 

（4）セグメント負債の調整額△46,998百万円は、セグメント間の取引消去であります。 

（5）減価償却費の調整額687百万円は、セグメント間の取引消去に伴うものであります。 

（6）資金運用収益の調整額△891百万円は、セグメント間の取引消去であります。 

（7）資金調達費用の調整額△954百万円は、セグメント間の取引消去であります。 

（8）税金費用の調整額△169百万円は、セグメント間の取引消去に伴うものであります。 

（9）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△324百万円は、セグメント間の取引により発生したも

のであります。 

４  セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

  

報告セグメント

その他 合計 調整額
連結財務諸表

計上額銀行・証券 
業務

リース業務 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

79,928 6,469 86,397 2,080 88,478 1,597 90,075

セグメント間の
内部経常収益

475 1,638 2,114 4,366 6,480 △6,480 ─

計 80,404 8,107 88,512 6,446 94,958 △4,883 90,075

セグメント利益 9,178 △138 9,040 2,450 11,490 185 11,676

セグメント資産 4,799,083 22,071 4,821,155 36,790 4,857,946 △48,370 4,809,575

セグメント負債 4,615,454 19,479 4,634,934 9,398 4,644,332 △46,998 4,597,334

その他の項目

減価償却費 5,107 274 5,381 85 5,466 687 6,154

資金運用収益 61,945 1 61,946 807 62,754 △891 61,862

資金調達費用 6,371 247 6,619 20 6,639 △954 5,685

特別利益 ― ― ― ― ― ─ ―

特別損失 444 0 444 0 444 ─ 444

税金費用 5,418 △36 5,382 1,061 6,444 △169 6,274

有形固定資産及び 
無形固定資産の 
増加額

2,833 374 3,207 37 3,244 △324 2,920

㈱南 都 銀 行（8367）平成24年３月期決算短信

－14－



  

当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

１  サービスごとの情報 

（単位：百万円）

 
(注) 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

  

２  地域ごとの情報 

(1) 経常収益 

当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益

の90％を超えるため、記載を省略しております。 

  

(2) 有形固定資産 

当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金

額の90％を超えるため、記載を省略しております。 

  

３  主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客に対する経常収益で連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、

記載を省略しております。 

  

当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

（単位：百万円）

 
  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

【関連情報】

貸出業務
有価証券
投資業務

リース業務 その他 合計

外部顧客に対する経常収益 43,507 22,775 6,469 17,323 90,075

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

報告セグメント
その他 合計

銀行・証券業務 リース業務 計

減損損失 320 ─ 320 ─ 320

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
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（注）  １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであ

ります。 

 
  

平成24年５月14日開催の当行取締役会において、下記のとおり連結子会社Nanto Preferred Capital 

Cayman Limited が発行した優先出資証券について、全額償還することを決議いたしました。 

また、これに伴い、同社については平成25年３月末までに清算する予定であります。 
  

記 

①発行体 

Nanto Preferred Capital Cayman Limited 

②発行証券の種類 

円建配当金非累積型永久優先出資証券 

③償還総額 

200億円 

④償還予定日 

平成24年７月25日 

⑤償還理由 

任意償還期日到来によるものであります。 

  

(１株当たり情報)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり純資産額 円 675.42

１株当たり当期純利益金額 円 12.57

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円 12.57

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益 百万円 3,467

普通株主に帰属しない金額 百万円 ─

普通株式に係る当期純利益 百万円 3,467

普通株式の期中平均株式数 千株 275,690

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

当期純利益調整額 百万円 ─

普通株式増加数 千株 136

（うち新株予約権） 千株 (136)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額の算定に含めなかっ
た潜在株式の概要

―

(重要な後発事象)
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５．個別財務諸表
（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

資産の部

現金預け金 91,137 131,448

現金 49,959 42,137

預け金 41,178 89,311

コールローン 3,429 12,080

買入金銭債権 4,716 4,075

商品有価証券 786 400

商品国債 746 359

商品地方債 40 41

金銭の信託 24,500 25,000

有価証券 1,669,519 1,756,029

国債 1,058,985 1,131,155

地方債 188,449 205,386

社債 58,346 77,497

株式 79,337 73,346

その他の証券 284,400 268,643

貸出金 2,720,328 2,796,430

割引手形 21,206 23,639

手形貸付 93,637 93,559

証書貸付 2,292,262 2,365,552

当座貸越 313,222 313,679

外国為替 1,434 1,310

外国他店預け 1,372 1,121

買入外国為替 18 17

取立外国為替 43 171

その他資産 15,893 14,927

前払費用 404 316

未収収益 7,424 7,537

先物取引差入証拠金 36 34

金融派生商品 441 657

その他の資産 7,587 6,381

有形固定資産 40,090 39,162

建物 11,267 10,857

土地 24,707 24,538

リース資産 1,286 1,273

建設仮勘定 307 99

その他の有形固定資産 2,520 2,393

無形固定資産 9,520 7,737

ソフトウエア 8,291 6,182

リース資産 430 397

その他の無形固定資産 798 1,158

繰延税金資産 27,736 21,626

支払承諾見返 15,410 13,278

貸倒引当金 △26,671 △24,425

資産の部合計 4,597,833 4,799,083
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

負債の部

預金 4,128,028 4,289,883

当座預金 102,731 109,497

普通預金 1,796,515 1,885,447

貯蓄預金 31,127 29,639

通知預金 3,157 3,313

定期預金 2,131,097 2,199,266

その他の預金 63,398 62,718

譲渡性預金 64,008 65,744

債券貸借取引受入担保金 116,109 104,266

借用金 41,000 77,110

借入金 41,000 77,110

外国為替 150 148

売渡外国為替 91 75

未払外国為替 59 73

社債 20,000 20,000

その他負債 19,935 31,204

未決済為替借 16 27

未払法人税等 45 0

未払費用 9,168 7,121

前受収益 1,211 859

従業員預り金 1,425 1,451

金融派生商品 2,930 3,737

リース債務 1,645 1,581

資産除去債務 415 404

その他の負債 3,076 16,021

退職給付引当金 11,348 12,053

睡眠預金払戻損失引当金 121 131

偶発損失引当金 2,153 1,633

支払承諾 15,410 13,278

負債の部合計 4,418,267 4,615,454

純資産の部

資本金 29,249 29,249

資本剰余金 18,830 18,829

資本準備金 18,813 18,813

その他資本剰余金 16 15

利益剰余金 118,621 120,282

利益準備金 13,257 13,257

その他利益剰余金 105,364 107,025

別途積立金 97,940 102,740

繰越利益剰余金 7,424 4,285

自己株式 △2,990 △2,987

株主資本合計 163,711 165,374

その他有価証券評価差額金 16,529 19,040

繰延ヘッジ損益 △706 △850

評価・換算差額等合計 15,823 18,189

新株予約権 31 64

純資産の部合計 179,566 183,628

負債及び純資産の部合計 4,597,833 4,799,083
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（２）損益計算書
(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

経常収益 82,863 80,404

資金運用収益 65,362 61,945

貸出金利息 46,327 43,586

有価証券利息配当金 18,644 17,934

コールローン利息 103 103

買現先利息 － 16

預け金利息 75 70

その他の受入利息 211 235

役務取引等収益 10,475 9,900

受入為替手数料 2,905 2,875

その他の役務収益 7,569 7,025

その他業務収益 4,992 4,825

外国為替売買益 204 132

商品有価証券売買益 11 16

国債等債券売却益 4,507 4,486

国債等債券償還益 268 116

その他の業務収益 0 72

その他経常収益 2,033 3,733

貸倒引当金戻入益 － 1,152

償却債権取立益 － 892

株式等売却益 526 213

金銭の信託運用益 54 28

その他の経常収益 1,451 1,445

経常費用 71,418 71,225

資金調達費用 7,784 6,371

預金利息 5,635 4,330

譲渡性預金利息 165 89

コールマネー利息 3 1

債券貸借取引支払利息 350 341

借用金利息 698 728

社債利息 410 344

金利スワップ支払利息 458 465

その他の支払利息 62 69

役務取引等費用 4,252 4,320

支払為替手数料 539 567

その他の役務費用 3,713 3,753

その他業務費用 1,785 1,943

国債等債券売却損 1,353 1,422

金融派生商品費用 58 521

その他の業務費用 373 －

営業経費 52,025 51,706

その他経常費用 5,570 6,882

貸倒引当金繰入額 464 －

貸出金償却 2,202 2,148

株式等売却損 516 1,537

株式等償却 1,085 2,897

金銭の信託運用損 152 81

その他の経常費用 1,149 218

経常利益 11,445 9,178
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

特別利益 1,480 －

固定資産処分益 61 －

償却債権取立益 1,419 －

特別損失 469 444

固定資産処分損 87 123

減損損失 98 320

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 283 －

税引前当期純利益 12,456 8,734

法人税、住民税及び事業税 100 90

法人税等調整額 5,771 5,328

法人税等合計 5,871 5,418

当期純利益 6,584 3,315
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（３）株主資本等変動計算書
(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 29,249 29,249

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 29,249 29,249

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 18,813 18,813

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 18,813 18,813

その他資本剰余金

当期首残高 16 16

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 16 15

資本剰余金合計

当期首残高 18,830 18,830

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 18,830 18,829

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 13,257 13,257

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 13,257 13,257

その他利益剰余金

別途積立金

当期首残高 92,240 97,940

当期変動額

別途積立金の積立 5,700 4,800

当期変動額合計 5,700 4,800

当期末残高 97,940 102,740
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

繰越利益剰余金

当期首残高 8,194 7,424

当期変動額

剰余金の配当 △1,654 △1,654

当期純利益 6,584 3,315

別途積立金の積立 △5,700 △4,800

当期変動額合計 △769 △3,138

当期末残高 7,424 4,285

利益剰余金合計

当期首残高 113,691 118,621

当期変動額

剰余金の配当 △1,654 △1,654

当期純利益 6,584 3,315

別途積立金の積立 － －

当期変動額合計 4,930 1,661

当期末残高 118,621 120,282

自己株式

当期首残高 △2,973 △2,990

当期変動額

自己株式の取得 △18 △7

自己株式の処分 2 9

当期変動額合計 △16 2

当期末残高 △2,990 △2,987

株主資本合計

当期首残高 158,798 163,711

当期変動額

剰余金の配当 △1,654 △1,654

当期純利益 6,584 3,315

自己株式の取得 △18 △7

自己株式の処分 2 8

当期変動額合計 4,913 1,662

当期末残高 163,711 165,374
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該当事項はありません。 

  

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 21,728 16,529

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△5,198 2,510

当期変動額合計 △5,198 2,510

当期末残高 16,529 19,040

繰延ヘッジ損益

当期首残高 △536 △706

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△170 △144

当期変動額合計 △170 △144

当期末残高 △706 △850

評価・換算差額等合計

当期首残高 21,192 15,823

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△5,368 2,366

当期変動額合計 △5,368 2,366

当期末残高 15,823 18,189

新株予約権

当期首残高 － 31

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 31 33

当期変動額合計 31 33

当期末残高 31 64

純資産合計

当期首残高 179,990 179,566

当期変動額

剰余金の配当 △1,654 △1,654

当期純利益 6,584 3,315

自己株式の取得 △18 △7

自己株式の処分 2 8

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △5,337 2,399

当期変動額合計 △423 4,062

当期末残高 179,566 183,628

（４）継続企業の前提に関する注記
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６．その他 

役員の異動（平成24年６月28日付） 

（１）代表者の異動 

該当事項はありません。 

 （２）その他の役員の異動 

① 新任取締役候補 

萩原
はぎはら

 徹
とおる

 （現 総合企画部長） 

澤村
さわむら

 清
きよ

秀
ひで

（現 人事部長） 

 

② 退任予定取締役 

常務取締役     羽山
は や ま

 太郎
た ろ う

（監査役に就任予定） 

 

③ 新任監査役候補 

監査役（常勤）   羽山
は や ま

 太郎
た ろ う

（現 常務取締役大阪中央営業部長） 

 

④ 退任予定監査役 

監査役（常勤）   坂本
さかもと

 高彦
たかひこ

（顧問に就任予定） 

 

⑤ 役付取締役 

常務取締役     北
きた

 義彦
よしひこ

（現 取締役東京支店長兼東京事務所長） 
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Ⅰ.　平成２４年３月期決算の状況
　【要旨】

　（１）損益の状況【単体】

・ 　コア業務純益は、資金利益や役務取引等利益の減少等により前期比26億円減少して113億円となり、

　また、国債等債券損益が悪化したことから業務純益は同じく45億円減少の145億円となりました。

・ 　経常利益は前期比22億円減少の91億円となりました。　臨時損益段階では、株式等損益が悪化した

　ものの与信関連費用は大幅に減少しております。

・ 　当期純利益は、法人税率の引下げにより繰延税金資産の取崩しが発生した影響もあり、前期比

　32億円減少の33億円となりました。

（単位：百万円）

２３年３月期比

1 64,065 △ 2,981 67,046

2 55,604 △ 2,012 57,617

3 う ち 貸 出 金 利 息 43,586 △ 2,740 46,327

4 う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 17,934 △ 710 18,644

5 う ち 預 金 利 息 4,330 △ 1,304 5,635

6 う ち 債券貸借取引支払利息 341 △ 8 350

7 5,579 △ 643 6,222

8 2,881 △ 325 3,206

9 う ち 国 債 等 債 券 損 益 3,181 △ 241 3,422

10 う ち 金 融 派 生 商 品 費 用 521 463 58

11 49,543 △ 127 49,670

12 14,522 △ 2,853 17,376

13 11,341 △ 2,612 13,953

14 ― 1,738 △ 1,738

15 14,522 △ 4,591 19,114

16 △ 5,343 2,325 △ 7,669

17 △ 4,220 △ 3,146 △ 1,074

18 2,216 △ 2,843 5,060

19 1,152 1,152 ―

20 892 892 ―

21 9,178 △ 2,266 11,445

22 △ 444 △ 1,455 1,010

23 ― △ 1,419 1,419

24 ― △ 283 283

25 8,734 △ 3,721 12,456

26 5,418 △ 452 5,871
27 3,315 △ 3,268 6,584

28 171 △ 1,730 1,902

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

与 信 関 連 費 用

う ち 償 却 債 権 取 立 益
うち資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額

税 引 前 当 期 純 利 益

当 期 純 利 益

法 人 税 等 合 計

２３年３月期２４年３月期

業 務 粗 利 益

業務純益(一般貸倒引当金繰入前）

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 損 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

特 別 損 益

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

う ち 償 却 債 権 取 立 益

経 常 利 益

７．補足情報

そ の 他 業 務 利 益

経 費

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益
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（２）主要勘定の状況【単体】

①預金等

・ 　預金は、個人預金や法人預金等が堅調に推移したことから23年3月末比 1,618億円増加して、
　24年3月末残高は4兆2,898億円となりました。

・ 　譲渡性預金は、法人等からの預け入れが増加したことから23年3月末比 17億円増加して、
　24年3月末残高は657億円となりました。　

（単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

1 43,556 616 1,635 42,939 41,920

2 42,898 529 1,618 42,369 41,280

3 う ち 個 人 預 金 33,495 498 851 32,996 32,643

4 う ち 法 人 預 金 7,708 255 407 7,452 7,300

5 う ち 公 金 預 金 1,609 △ 246 374 1,856 1,235
6 657 87 17 570 640

7 43,099 66 1,055 43,033 42,044

8 42,392 130 1,323 42,261 41,069
9 707 △ 64 △ 267 771 975

 預金等＝預金＋譲渡性預金

②貸出金

・ 　貸出金は、事業性貸出や住宅ローンが増加したことから23年3月末比761億円増加して、
　24年3月末残高は2兆7,964億円となりました。

（単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

10 27,964 656 761 27,308 27,203

11 9,064 182 265 8,881 8,798

12 う ち 住 宅 ロ ー ン 7,941 179 275 7,762 7,666
13 27,145 128 342 27,016 26,802

14 18,213 315 625 17,897 17,588

③個人預かり資産等

・ 　個人預かり資産につきましては、株価の不安定な動きを受けて投資信託預かり資産残高が減少

　したことなどから23年3月末比 298億円減少して、24年3月末残高は2,468億円となりました。
・ 　個人年金保険の販売累計額につきましては、引き続き堅調に推移したことから23年3月末比 

　66億円増加して、24年3月末残高は2,400億円となりました。

（単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

15 2,468 △ 18 △ 298 2,486 2,767

16 150 2 △0 147 150

17 954 △ 63 △ 128 1,017 1,082
18 1,364 42 △ 170 1,322 1,534

19 2,400 28 66 2,371 2,334

（注） 個人年金保険は、販売累計額を表示しております。

公 共 債

２３年３月末

２３年９月末

譲 渡 性 預 金

２３年３月末

預 金 等 （ 平 残 ）

預 金

譲 渡 性 預 金
(注)

個 人 年 金 保 険

２４年３月末 ２３年９月末

貸 出 金 （ 平 残 ）

個 人 預 か り 資 産

外 貨 預 金

投 資 信 託

２４年３月末

貸 出 金 （ 末 残 ）

う ち 消 費 者 ロ ー ン

（ご参考）中小企業等貸出金（末残）

２３年３月末２３年９月末２４年３月末

預 金

預 金 等 （ 末 残 ）
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　（３）自己資本比率（国内基準）の状況

・　24年3月末の自己資本比率は、単体ベースが11.23％、連結ベースが11.63％にそれぞれなりました。

・　また、自己資本のうち、資本金や剰余金など中核的な資本を基準とするTierⅠ比率は、
　単体ベースが9.80％、連結ベースが10.12％にそれぞれなりました。

【単体】　　 （単位：億円）

２４年３月末
［速報値］ ２３年９月末比 ２３年３月末比

1 11.23% △ 0.31 △ 0.23 11.54% 11.46%
2 9.80% △ 0.19 △ 0.11 9.99% 9.91%

3 （ A ） 1,846 6 16 1,839 1,829

4 200 ― ― 200 200

5 （ B ） 301 △ 13 △ 13 315 315

6 101 △ 13 △ 13 115 115

7 200 ― ― 200 200

8 （ C ） 31 0 1 31 29

9 2,116 △ 6 2 2,123 2,114

10 （ D ） 17,646 450 421 17,196 17,224

11 （ E ） 1,188 △ 14 △ 34 1,203 1,222
12 18,835 435 387 18,400 18,447

【連結】　　 （単位：億円）

２４年３月末
［速報値］ ２３年９月末比 ２３年３月末比

13 11.63% △ 0.22 △ 0.11 11.85% 11.74%
14 10.12% △ 0.20 △ 0.08 10.32% 10.20%

15 （ A ） 1,927 6 24 1,920 1,903

16 200 ― ― 200 200

17 （ B ） 318 2 2 316 316

18 118 2 2 116 116

19 200 ― ― 200 200

20 （ C ） 31 0 1 31 29

21 2,215 9 25 2,205 2,190

22 （ D ） 17,772 448 414 17,324 17,358

23 （ E ） 1,263 △ 10 △ 27 1,274 1,290
24 19,036 437 386 18,598 18,649

　（４）有価証券の評価損益の状況【単体】

・　引き続き効率的な有価証券運用に努めてまいりました結果、有価証券評価損益は23年3月末比
　33億円増加して、24年3月末残高は259億円となりました。

（単位：百万円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

25 25,948 4,635 3,339 21,312 22,609
26 8,619 5,644 1,405 2,975 7,214
27 30,907 △ 51 4,147 30,959 26,760
28 △ 13,578 △ 956 △ 2,213 △ 12,622 △ 11,365

う ち 優 先 出 資 証 券

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

２３年３月末２３年９月末

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率
自 己 資 本 比 率

２３年９月末 ２３年３月末２４年３月末

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ

一 般 貸 倒 引 当 金

劣 後 債

２３年３月末２３年９月末

自 己 資 本 比 率
Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

自己資本（A)＋（B)－（C）

リスク・アセット等（D）＋（E）

一 般 貸 倒 引 当 金

劣 後 債

信用リスク・アセット
オペレーショナル・リスク相当額

控 除 項 目

そ の 他

う ち 優 先 出 資 証 券

オペレーショナル・リスク相当額

リスク・アセット等（D）＋（E）

控 除 項 目

自己資本（A)＋（B)－（C）

信用リスク・アセット

債 券

有価証券 評価 損益
株 式

㈱南 都 銀 行（8367）平成24年３月期決算短信

－27－



（５）不良債権の状況【単体】

・24年3月末の金融再生法開示債権額は、23年3月末比 32億円増加して897億円となり、
また、開示債権比率も同じく0.03ポイント上昇して3.18％となりました。

・なお、担保・保証及び貸倒引当金による金融再生法開示債権に対する保全率は、合計では78.3％
となり、高い水準を維持しております。

　

＜金融再生法開示債権＞ （単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

1 101 △ 15 △ 13 117 114

2 608 29 33 578 574

3 187 15 12 172 175

4
(a) 897 29 32 868 864

5 27,273 617 703 26,656 26,570

6 (b) 28,171 646 735 27,524 27,435

7 (a)÷(b) 3.18% 0.03 0.03 3.15% 3.15%

＜保全状況：２４年３月末＞ （単位：億円）

8
(c) 101 608 187 897

9
(d) 101 528 73 703

10 (d)÷(c) 100% 86.8% 39.2% 78.3%

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 合計要管理債権危険債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小　　　　計

保 全 率

保 全 額

合　　　　計

正 常 債 権

開 示 債 権 比 率

債 権 額

２３年３月末２３年９月末２４年３月末

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権
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（６）損益状況【連結】

（単位：百万円）

1 経常収益

2 経常利益

3 当期純利益

4 包括利益

（７）業績予想

①単体 （単位：百万円）

２３年９月期比 ２４年３月期比

5 業務純益 4,300 △ 3,201 11,600 △ 2,922 7,501 14,522

6 経常利益 3,600 761 7,900 △ 1,278 2,838 9,178

7 当期（中間）純利益 2,400 535 5,100 1,784 1,864 3,315

②連結

8 経常利益 4,800 513 10,000 △ 1,676 4,286 11,676

9 当期（中間）純利益 2,500 504 5,100 1,632 1,995 3,467

（８）１株当たり配当状況

10 ２３年３月期 3円00銭 3円00銭 6円00銭

11 ２４年３月期 3円00銭 （予想） 3円00銭 （予想） 6円00銭

12 ２５年３月期 （予想） 3円00銭 （予想） 3円00銭 （予想） 6円00銭

中間 期末 年間

２５年３月期２４年９月期 ２４年３月期２３年９月期

4,965 2,395

90,981

7,360

12,781

6,584

90,075

２４年３月期 ２３年３月期

11,676

3,467

△ 905

△ 1,105

△ 3,116

２３年３月期比
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Ⅱ.　平成２４年３月期決算の概況
　　１．損益状況  【単体】 （単位：百万円）

２３年３月期比
1 64,065 △ 2,981 67,046
2 60,884 △ 2,739 63,624
3 55,604 △ 2,012 57,617
4 5,579 △ 643 6,222
5 2,881 △ 325 3,206
6 3,181 △ 241 3,422
7 58,981 △ 2,809 61,791
8 58,309 △ 1,974 60,284
9 52,965 △ 1,417 54,383

10 5,519 △ 647 6,166
11 497 △ 744 1,241
12 う ち 国 債 等 債 券 損 益 671 △ 834 1,506
13 5,084 △ 171 5,255
14 2,574 △ 765 3,340
15 2,639 △ 594 3,234
16 60 4 56
17 2,383 418 1,965
18 う ち 国 債 等 債 券 損 益 2,509 593 1,915
19 49,543 △ 127 49,670
20 26,688 592 26,096
21 20,869 △ 606 21,476
22 1,984 △ 113 2,098
23 14,522 △ 2,853 17,376
24 11,341 △ 2,612 13,953
25 ― 1,738 △ 1,738
26 14,522 △ 4,591 19,114
27 3,181 △ 241 3,422
28 △ 5,343 2,325 △ 7,669
29 △ 4,220 △ 3,146 △ 1,074
30 2,216 △ 2,843 5,060
31 2,148 △ 53 2,202
32 ― △ 2,202 2,202
33 66 △ 574 640
34 1 △ 12 14
35 1,152 1,152 ―
36 892 892 ―
37 △ 951 583 △ 1,534
38 9,178 △ 2,266 11,445
39 △ 444 △ 1,455 1,010
40 △ 123 △ 96 △ 26
41 ― △ 1,419 1,419
42 320 222 98
43 ― △ 283 283
44 8,734 △ 3,721 12,456
45 90 △ 10 100
46 5,328 △ 442 5,771
47 5,418 △ 452 5,871
48 3,315 △ 3,268 6,584

49 171 △ 1,730 1,902

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

国 内 業 務 粗 利 益

与 信 関 連 費 用

物 件 費
税 金

そ の 他 臨 時 損 益
経 常 利 益

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）
除く国債等債券損益（コア業務純益）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額
業 務 純 益

そ の 他 業 務 利 益
う ち 国 債 等 債 券 損 益

２３年３月期２４年３月期

業 務 粗 利 益
除 く 国 債 等 債 券 損 益 ( 五 勘 定 尻 )

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益

除 く 国 債 等 債 券 損 益
資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益
そ の 他 業 務 利 益

国 際 業 務 粗 利 益
除 く 国 債 等 債 券 損 益

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益
そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）
人 件 費

株 式 等 損 益 （ 三 勘 定 尻 ）
臨 時 損 益

う ち 国 債 等 債 券 損 益

特 別 損 益
固 定 資 産 処 分 損 益
償 却 債 権 取 立 益

不 良 債 権 処 理 額
貸 出 金 償 却
個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

そ の 他 の 債 権 売 却 損 等
偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

貸 倒 引 当 金 戻 入 益
償 却 債 権 取 立 益

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

減 損 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

資 産 除 去 債 務 会 計 基 準 の 適 用 に 伴 う 影 響 額

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 合 計
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　【連結】

≪連結損益計算書ベース≫ （単位：百万円）

２３年３月期比

1 68,123 △ 2,904 71,027

2 56,177 △ 1,956 58,133

3 9,064 △ 622 9,687

4 2,881 △ 325 3,206

5 52,503 △ 503 53,006

6 3,648 △ 995 4,643

7 3,581 △ 360 3,942

8 ― 1,440 △ 1,440

9 ― △ 1,501 1,501

10 66 △ 574 640

11 1,966 1,966 ―

12 1,656 1,656 ―

13 △ 4,220 △ 3,145 △ 1,074

14 302 △ 177 479

15 11,676 △ 1,105 12,781

16 △ 444 △ 1,702 1,258

17 11,231 △ 2,808 14,039

18 220 △ 297 517

19 △ 147 △ 147 ―

20 6,201 446 5,755

21 6,274 0 6,273

22 4,956 △ 2,809 7,766

23 1,489 307 1,181

24 3,467 △ 3,116 6,584
（注） 連結粗利益=（資金運用収益-資金調達費用）+（役務取引等収益-役務取引等費用）

     　 　　 　　+(その他業務収益-その他業務費用)

（ご参考） （単位：百万円）

17,020 △ 3,430 20,451
（注）連結業務純益=単体業務純益+子会社経常利益-内部取引（配当等）

（連結対象会社数） （社）

12 ― 12

― ― ―

法 人 税 等 還 付 税 額

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

法 人 税 等 調 整 額

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

償 却 債 権 取 立 益

株 式 等 関 係 損 益

法 人 税 等 合 計

持 分 法 適 用 会 社 数

連 結 業 務 純 益

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益

少 数 株 主 利 益

当 期 純 利 益

連 結 子 会 社 数

２４年３月期 ２３年３月期

連 結 粗 利 益

資 金 利 益

そ の 他 業 務 利 益

役 務 取 引 等 利 益

経 常 利 益

そ の 他

貸 倒 償 却 引 当 費 用

営 業 経 費

貸 出 金 償 却

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

貸 倒 引 当 金 戻 入 益
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２．業務純益　【単体】 （単位：百万円）

２３年３月期比

(1) 14,522 △ 2,853 17,376

5,250 △ 1,192 6,442

(2) 14,522 △ 4,591 19,114

5,250 △ 1,836 7,087

（注）職員数は期中平均人員（出向者を除く）を使用しております。

３．利鞘　【単体】

①全体 （単位：％）

２３年３月期比

1 1.36 △ 0.13 1.49

2 1.60 △ 0.12 1.72

3 1.06 △ 0.11 1.17

4 0.14 △ 0.03 0.17

5 0.10 △ 0.03 0.13

6 1.10 △ 0.78 1.88

7 1.25 △ 0.06 1.31

8 1.14 △ 0.04 1.18

9 1.24 △ 0.08 1.32

10 0.35 △ 0.06 0.41

11 0.12 △ 0.05 0.17

②国内業務部門 （単位：％）

２３年３月期比

12 1.32 △ 0.11 1.43

13 1.60 △ 0.12 1.72

14 0.99 △ 0.07 1.06

15 0.12 △ 0.03 0.15

16 0.10 △ 0.03 0.13

17 0.10 0.00 0.10

18 1.24 △ 0.07 1.31

19 1.14 △ 0.03 1.17

20 1.25 △ 0.07 1.32

21 0.36 △ 0.05 0.41

22 0.07 △ 0.04 0.11

経 費 率

資 金 調 達 利 回

預 金 等 原 価 (C)

貸 出 金 利 回 (B)

有 価 証 券 利 回

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回

経 費 率

預 金 等 原 価 (C)

資 金 調 達 原 価 (D)

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回

２３年３月期

資 金 運 用 利 回 (A)

２４年３月期 ２３年３月期

２４年３月期

２４年３月期 ２３年３月期

資 金 調 達 利 回

貸 出 金 利 回 (B)

有 価 証 券 利 回

総 資 金 利 鞘 (A)-(D)

業 務 純 益

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

資 金 調 達 原 価 (D)

預 貸 金 利 鞘 (B)-(C)

総 資 金 利 鞘 (A)-(D)

資 金 運 用 利 回 (A)

預 貸 金 利 鞘 (B)-(C)
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４．有価証券関係損益　【単体】 （単位：百万円）

1

2 売 却 益

3 償 還 益

4 売 却 損

5 償 還 損

6 償 却

7

8 売 却 益

9 売 却 損

10 償 却

５．有価証券評価損益　【単体】 （単位：百万円）

評価益 評価損 評価益 評価損

11 満期保有目的の債券 34 34 ― 47 54 6

12 その他有価証券 25,948 46,227 20,278 22,609 42,811 20,201

13 　 株　式 8,619 11,419 2,799 7,214 11,446 4,231

14 債　券 30,907 31,363 455 26,760 27,910 1,150

15 その他 △ 13,578 3,444 17,023 △ 11,365 3,454 14,819

６．ROE　【単体】 （単位：％）

２３年３月期比

16 7.99 △ 2.64 10.63

17 1.82 △ 1.84 3.66

（注）分母となる純資産平均残高は、（期首純資産の部+期末純資産の部）÷2を使用（新株予約権を控除）しております。

1,537

2,897

△ 312

1,021

1,811

213

評価損益 評価損益

２４年３月末 ２３年３月末

516

1,085

△ 1,074

526

２３年３月期比
２３年３月期

―

3,422

4,507

268

△ 3,146

―

1,353

―

―

1,422

―

△ 241

△ 20

△ 151

68

国債等債券損益（五勘定尻）

株 式 等 損 益 （ 三 勘 定 尻 ） △ 4,220

２４年３月期

3,181

―

4,486

116

業 務 純 益 ベ ー ス

当 期 純 利 益 ベ ー ス

２３年３月期２４年３月期
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Ⅲ.　貸出金等の状況

１．貸倒引当金等とリスク管理債権の状況

【単体】 （単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

1 244 △ 3 △ 22 247 266

2 96 △ 12 △ 33 109 130

3 147 9 11 137 136

4 ― ― ― ― ―

　 （単位：億円）

5 破 綻 先 債 権 額 16 △ 5 3 22 13

6 延 滞 債 権 額 690 19 17 671 672

7 ３ヵ月以上延滞債権額 8 △ 4 △ 11 12 20

8 貸出条件緩和債権額 178 19 24 159 154

9 合　　　　　計 895 29 33 865 861

部分直接償却による減少額

２３年３月末：破綻先債権額　  92億円　   　延滞債権額　96億円

２３年９月末：破綻先債権額　　96億円　　　 延滞債権額  83億円

２４年３月末：破綻先債権額　  75億円　   　延滞債権額　74億円
　 （単位：億円）

10 27,964 656 761 27,308 27,203

11 破 綻 先 債 権 額 0.06% △ 0.02 0.02 0.08% 0.04%

12 延 滞 債 権 額 2.46% 0.01 △ 0.01 2.45% 2.47%

13 ３ヵ月以上延滞債権額 0.03% △ 0.01 △ 0.04 0.04% 0.07%

14 貸出条件緩和債権額 0.63% 0.05 0.07 0.58% 0.56%

15 合　　　　　計 3.20% 0.03 0.04 3.17% 3.16%

　

貸
出
金
残
高
比

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

２３年３月末

貸 倒 引 当 金

２３年９月末

リ
ス
ク
管
理
債
権

一 般 貸 倒 引 当 金

個 別 貸 倒 引 当 金

特定海外債権引当勘定

２４年３月末

(注)
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【連結】 （単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

1 285 △ 7 △ 30 292 316

2 120 △ 14 △ 36 134 156

3 165 7 5 157 159

4 ― ― ― ― ―

　 （単位：億円）

5 破 綻 先 債 権 額 17 △ 7 0 24 17

6 延 滞 債 権 額 695 14 12 680 682

7 ３ヵ月以上延滞債権額 8 △ 4 △ 12 12 20

8 貸出条件緩和債権額 178 19 24 159 154

9 合　　　　　計 900 22 25 877 875

２３年３月末：破綻先債権額　  98億円　　 　延滞債権額 　111億円

２３年９月末：破綻先債権額　100億円　　　 延滞債権額 　　99億円

２４年３月末：破綻先債権額　  77億円　　 　延滞債権額  　 82億円

（単位：億円）

10 27,856 659 760 27,196 27,096

11 破 綻 先 債 権 額 0.06% △ 0.03 0.00 0.09% 0.06%

12 延 滞 債 権 額 2.49% △ 0.01 △ 0.02 2.50% 2.51%

13 ３ヵ月以上延滞債権額 0.03% △ 0.01 △ 0.04 0.04% 0.07%

14 貸出条件緩和債権額 0.64% 0.06 0.07 0.58% 0.57%

15 合　　　　　計 3.23% 0.01 0.00 3.22% 3.23%

２３年３月末

貸 倒 引 当 金

リ
ス
ク
管
理
債
権

２３年９月末

一 般 貸 倒 引 当 金

個 別 貸 倒 引 当 金

特定海外債権引当勘定

部分直接償却による減少額

２４年３月末

貸
出
金
残
高
比

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

(注)
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２．金融再生法開示債権の状況
　

【単体】 （単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

1 101 △ 15 △ 13 117 114

2 608 29 33 578 574

3 187 15 12 172 175

4 897 29 32 868 864

5 27,273 617 703 26,656 26,570

6 28,171 646 735 27,524 27,435

7 3.18% 0.03 0.03 3.15% 3.15%
部分直接償却による減少額
２３年３月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　188億円
２３年９月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　179億円
２４年３月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　149億円

＜引当・保全の状況＞ （単位：億円）

8 (ａ) 101 608 187 897

9 (ｂ) 99 385 52 537

10 (ｃ）＝(ａ－ｂ) 2 222 135 359

11 （ｄ） 2 142 21 165

12 (ｅ）＝(ｄ÷ｃ) 100% 63.9% 15.6% 46.0%

13 (ｆ）＝(ｂ＋ｄ) 101 528 73 703

14 (ｇ）＝(ｆ÷ａ) 100% 86.8% 39.2% 78.3%

２３年９月末比 ２３年３月末比

15 46.0% △ 0.7 △ 0.2 46.7% 46.2%

16 78.3% △ 1.2 △ 0.7 79.5% 79.0%保 全 率

２４年３月末 ２３年３月末２３年９月末

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

要管理債権 合計
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 危険債権

担 保 ・ 保 証 等 に よ る
回 収 見 込 み 額

２４年３月末 ２３年９月末 ２３年３月末

引 当 率

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小　　　　　　計

正 常 債 権

合　　　　　　計

開 示 債 権 比 率

保 全 額

保 全 率

（注）

回 収 懸 念 額

引 当 率

貸 倒 引 当 金

債 権 額
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３．業種別貸出状況等 　
　

①業種別貸出金　【単体】 （単位：億円）

２４年３月末 ２３年９月末 ２３年３月末
２３年９月末比 ２３年３月末比

27,964 656 761 27,308 27,203

製 造 業 4,819 87 213 4,732 4,606
農 業 、 林 業 35 △ 1 △ 8 36 44
漁 業 32 3 1 29 31
鉱業、採石業、砂利採取業 67 △0 △ 2 67 69
建 設 業 932 △ 26 △ 33 958 965
電気・ガス・熱供給・水道業 176 16 51 160 125
情 報 通 信 業 216 19 45 196 170
運 輸 業 、 郵 便 業 852 49 73 802 779
卸 売 業 、 小 売 業 2,872 18 46 2,853 2,825
金 融 業 、 保 険 業 1,197 △ 4 △ 46 1,202 1,243
不動産業、 物品賃貸業 3,222 127 211 3,095 3,010
各 種 サ ー ビ ス 業 1,568 74 13 1,493 1,554
地 方 公 共 団 体 3,603 123 20 3,480 3,583
そ の 他 8,367 167 173 8,200 8,194

②業種別リスク管理債権　【単体】
（単位：億円）

２４年３月末 ２３年９月末 ２３年３月末
２３年９月末比 ２３年３月末比

895 29 33 865 861

製 造 業 224 20 20 204 204
農 業 、 林 業 2 △0 △ 4 2 7
漁 業 ― ― ― ― ―
鉱業、採石業、砂利採取業 1 △0 △ 1 1 2
建 設 業 93 8 3 85 90
電気・ガス・熱供給・水道業 0 0 0 ― ―
情 報 通 信 業 4 △0 0 5 3
運 輸 業 、 郵 便 業 30 3 14 27 16
卸 売 業 、 小 売 業 205 11 17 194 187
金 融 業 、 保 険 業 0 △0 △0 0 0
不動産業、 物品賃貸業 159 △ 13 △ 19 172 179
各 種 サ ー ビ ス 業 92 10 13 81 78
地 方 公 共 団 体 ― ― ― ― ―
そ の 他 79 △ 10 △ 10 90 89

③消費者ローン残高　【単体】 （単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比

9,064 182 265 8,881 8,798
住 宅 ロ ー ン 残 高 7,941 179 275 7,762 7,666
そ の 他 ロ ー ン 残 高 1,123 3 △ 9 1,119 1,132

   
④中小企業等貸出金比率　【単体】 （単位：％）

２３年９月末比 ２３年３月末比
65.1 △ 0.4 0.5 65.5 64.6中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

２３年３月末

消 費 者 ロ ー ン 残 高

２４年３月末 ２３年９月末 ２３年３月末

２４年３月末 ２３年９月末

国 内
（除く特別国際金融取引勘定）

国 内
（除く特別国際金融取引勘定）
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４．国別貸出状況等 　

該当ありません。

②アジア向け貸出金　【単体】
（単位：億円）

２３年９月末比 ２３年３月末比
10 ― ― 10 10
― ― ― ― ―

③中南米主要諸国向け貸出金　【単体】
該当ありません。

④ロシア向け貸出金　【単体】
該当ありません。

①特定海外債権残高　【単体】

２４年３月末 ２３年９月末 ２３年３月末

タ　　　　　　　　　イ
（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）
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５．　自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【単体】

〔平成２４年３月末現在〕

　 保証等 貸倒 貸出金
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ による 引当金 残高

分類 分類 分類 分類 保全額

2 14 　　　　― 　　　　― 破綻先債権 16

（0） （―）

58 25 　　　　― 　　　　―

（1） （0）

419 108 79 385 142 86.8％

（142）

３ヵ月以上

延滞債権

178

小計 合　　　計 895

897

25,157

26,811 1,279 79 　　　　―

（144） （0）

　　　　　　Ⅰ分類　・・・・・引当金、優良担保（預金等）・優良保証（信用保証協会等)等でカバーされている債権

　　　　　　Ⅱ分類　・・・・・不動産担保等一般担保・保証等でカバーされている債権

　　　　　　Ⅲ・Ⅳ分類　・・全額または必要額について償却・引当を実施、引当済分はⅠ分類に計上

　　　　　　　　　　　　　　　 破綻先及び実質破綻先のⅢ・Ⅳ分類は全額引当済

（単位：億円）

自己査定　（債務者区分別） 金融再生法開示債権 リスク管理債権

対象：貸出金等与信関連債権 　対象：要管理債権は貸出金のみ　　　　　 対象：貸出金
　　　その他は貸出金等与信関連債権

分　　類　　債　　権 担保

区　　　分
与信残高 与信残高

破　綻　先

区　　　分 区　　　分
保全率

破産更生債権

16 及 び こ れ ら に

99 2 100％準 ず る 債 権
実質破綻先

101

84

延滞債権 690
破綻懸念先 危険債権

608 608

8
要管理債権

（貸出金のみ）
52 21 39.2％ 貸出条件

緩和債権
187

537 165 78.3％

その他の

要注意先
1,112 924

2,037 正常債権

正　常　先 27,273

要
　
　
注
　
　
意
　
　
先

要管理先

60 205

266

　　　　３．自己査定（債務者区分別）における（　　）内は、分類債権に対する引当額であります。

（注）　１．貸出金等与信関連債権　：　貸出金・支払承諾見返・外国為替・銀行保証付私募債・貸付有価証券・貸出金

　　　　２．破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先の自己査定における分類額

25,157

合　　計 合　　計

28,171 28,171

　　　　　　に準ずる仮払金・未収利息
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